
みえ防災・減災センターが、三重県と三重大
学の持つ強みを活かし、県内の市町、大学、
企業、地域などを結びつける「防災ハブ」と
しての機能を持ちながら、各々の機関の連
携を促進します。

「三重県・三重大学 みえ防災・減災センター」
への市町や企業、県内他大学の参画を進め、
県内外の研究機関等と連携することで、シン
クタンク機能を持ちながら地域の防災・減災
対策を実践できる、センターをめざします。

実践的なカリキュラムの構築、大学教員等
によるＯＪＴ、育成者のネットワーク強化など
に取り組み、「地域に信頼される防災人材」
を育成することで、現場での人材活用や地
域の防災活動への参画を促進します。

防災対策・防災学習・防災研究に役立てるた
め、県内における防災・減災に関する様々な
情報を収集することで、防災・減災アーカイ
ブを構築し、県における防災の知の拠点を
めざします。

三重県と国立大学法人三重大学は、平成26年4月1日に、「三重県・三
重大学 みえ防災・減災センター設置に関する協定」を締結しました。
この協定に基づき、県と三重大学が相互に連携・協力し、防災に関する
人材育成・活用、地域・企業支援、情報収集・啓発、調査・研究等に取り組み、
三重県における地域防災力の向上に資することを目的に、「三重県・三
重大学 みえ防災・減災センター」を設置しました。
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「即戦力としての活用を目指した育成」
●新たなプログラムによる防災人材の育成（さきもり応用コース、さ
きもり基礎コース）
●みえ防災コーディネーターの育成
●実践的カリキュラムによる市町職員、専門職、自主防災組織リーダ
ーの育成

●学校防災リーダー等の教職員の育成
●災害医療コーディネーターの研修

「人材資源の発掘と活用」
●「みえ防災人材バンク」に登録した人材と活動の場のマッチング
●県内の大学等における人的リソースの発掘

人材育成・活用

「防災相談窓口の運用と多様な主体の交流の促進」
●地域・企業・市町等が活用できる相談窓口の運用と交流の場の提供
●市町の災害対応向上に向けた支援
●みえ企業等防災ネットワークと連携したＢＣＰ策定支援等の企業支援
●DONET（地震・津波観測監視システム）の避難対策等への活用に
向けた研究

地域・企業支援

「県民の防災意識の向上と新たな防災・減災対策の展開」
●「みえ防災・減災アーカイブ」のコンテンツの充実と活用の促進
●「みえ風水害対策の日」、「みえ地震・津波対策の日」等の防災啓
発事業の企画・実施

情報収集・啓発

「行政と研究機関が一体となった実践的な調査及び研
究を実施」
●地震災害・気象災害等をテーマとした、地域課題の解決に資する調
査研究

●南海トラフ地震に関する調査研究
●風水害の「見える化」に関する調査研究

調査･研究




